
第 37回『なかま』実践研究集会について 

 平素は、人権教育の推進並びに本研究会発展のためご尽力を賜り深謝申しあげます。  

 1960 年に発刊された『なかま』は、子どもや地域のくらしに根ざした題材の教材化を進め、同

和教育を「事実を通して正しい部落問題認識を培い豊かな人権感覚をはぐくむ教育」へと発展させ

る力となってきました。2002 年には人権教育テキストとして全面改訂され、『なかま』は、多く

の学校･園･所において様々な授業実践が展開されています。また県教育委員会からは、2012 年度

に『なかまとともに小学校１』、2013 年度に『なかまとともに小学校２』、2014 年度に『なかま

とともに中学校』、2015 年度に『なかまとともに高等学校』が発行され、『なかま』とあわせて

活用されています。1988 年に第１回が開催された本研究集会では、そのような『なかま』教材等

を用いた取組を中心に、各校で開発された教材等を活用した授業や人権を基盤に据えた総合学習の

展開についての実践交流を進めてきました。  

本年も、『なかま』等の教材を活用した授業の報告を中心に、第 37 回『なかま』実践研究集会

として、下記の要領にて開催いたします。  

 つきましては、公務ご多用の折りとは存じますが、趣旨をご理解のうえ、多くの会員の派遣及び

出張方、ご配慮賜りますようよろしくお願い申しあげます。  

 

記  

 

１ . 主   催   奈良県人権教育研究会 

 

２ . 日   時   ２０２4 年 2 月 2 日（金）  13:00～ 

 

３ . 会   場   奈良県産業会館  

大和高田市幸町 2-33 

    （大和高田駅より南東に 400ｍ、JR 高田駅よりスグ）  

全体会：大会議室  

分科会：大会議室・3F 会議室 A・B/C 

          ＊駐車場には、限りがあります。 

公共の交通機関でお越しいただくか、有料駐車場をご利用ください。 

 

４ . 研究テーマ 

すべての子どもたちが、人権についての認識を深め、部落差別をはじめ様々な人権の問題を正しく

理解・認識できるように、『なかま』を中心とする教材等をどのように位置づけ実践してきたか。 

 

５ . 日    程 

受付
 

全体会  講演 

休憩
 
分   科   会

 挨拶 

趣旨

説明 

演題：これからの部落問題学習について 

～振り返りつつ思う～ 

講師：浦  一志さん（御所市立秋津小学校元校長）  

 13:00 13:30 13:40                                      14:40 14:50         16:30 

 

６ . 参加費   １，０００  円   （資料代）  

 

７ . 参加申込  参加希望の方は、各郡市人教事務局に、１月     日までに申し込んでください。 

 



８. 全体会  講演  これからの部落問題学習について ～振り返りつつ思う～ 

講師  浦 一志さん（御所市立秋津小学校元校長） 

         

1871 年の「解放令」から約 150 年が経過した。以降、全国水平社の創立や「法」の施策な

ど、多くの人々によって部落差別撤廃に向け種々なる運動や取組が行われてきた。  

しかしながら、今日においても被差別部落に対する忌避意識や差別意識は、未だ払拭された

とは言いがたい状況にある。私のつたない教員経験を振り返りつつ、これからの部落問題学習

について、参加されたみなさんとともに考えてみたいと思う。  

 

９．分科会 

① 多様性のまちづくりの主人公に ～だれもがすみやすいまちに～ 

五條市立五條南小学校   芝田 峰子さん 

地域の特別養護老人ホームと交流したり、LGBTQ 当事者の方のお話を聞いたりする機会を

得た。『なかまとともに』の「ふたりの『ゆう』」や「ちがうことばんざい」に学びながら、

ちがいが生きにくさにつながったり、まわりの視線が暮らしにくさを生んだりすることに目を

向け、「だれもがすみやすいまち」にするために自分たちにできることを考える。  

 

② つながりあえる集団づくり～お互いの良さを認め合う活動を通して～  

河合町立河合第二小学校  田辺 瞳さん、小松  瑞稀さん、池上  祐樹さん、吉岡  瑞貴さん 

今年度の１年生は、感染症拡大の影響で、他者との関わりや触れ合いが希薄なまま入学

した。そのため、年度当初は個々の活動が多く、トラブルが少ない傾向が見られた。これら

の実態を踏まえて、児童の相互理解を大切にし、一人ひとりが自己有用感を感じられる集

団づくりをめざして『なかま』や『なかまとともに』も活用しながら、取り組んできたこと

を報告する。 

 

③ いま、部落問題学習に問われていること 

 香芝市立香芝東中学校  加順 源藏さん 

香芝市人教では、一昨年、小中学校での「部落問題学習」の指導計画をつくり、昨年は小学

校 1 年から中学校 3 年までの「部落問題学習」の指導案をつくった。さらに、それを冊子にし

て市内小中学校へ配布し、活用してもらう取組を行った。その取組とともに、冊子の中にある

中学 3 年生を対象とした部落問題学習の計画と指導案、さらに実践からみえてきた成果や課題

を、子どもたちの書いてくれた“思い”などを紹介しながら報告する。  

                                                                                     

 

第 37 回『なかま』実践研究集会  参加申込書  

所 属             校・園・所  

№  
分科会

番号  
名  前  №  

分科会

番号  
名  前  

１    ３    

２    ４    

各郡市人教事務局に、１月    日までに申し込んでください 


